
Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

2025年度

JUAS ビジネスデータ研究会

2026年3月25日



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

アジェンダ

研究活動概要

各分科会テーマ

各分科会成果報告

総括

次年度のテーマ

01

02

03

04

05



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

研究活動概要

2025年度の活動実績「ビジネスデータ研究会」について
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2025年度の活動方針

氏名 会社

部会長 山川 雄矢 株式会社ジェーシービー

副部会長 石井昭紀 株式会社イージフ

副部会長 大下健史 ブレインズコンサルティング株式会社

副部会長 市川 康平 株式会社プライド

副部会長 渡辺浩子 キリンビジネスシステム株式会社
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研究活動概要

活動の進め方

•全10回の定例会+各分科会にて活動。

•メンバーの興味関心をマッピングし、テーマごとに4つの分科会を組成して活動を推進。

【初回〜集中討議日まで】
研究の方向性すり合わせ

【集中討議日】
分科会結成

分科会ごとに研究
※定例会＋分科会ごとのMTG

最終報告会
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各分科会のテーマ

分科会 テーマ 概要

1 成熟度に応じた段階別アプローチによる効率
的なデータ活用推進

企業/部門等の組織ごとのデータ活用状況に対してマーケティングモデルAISAS

を用いて対応策を検討するモデルを提言。実際の各社対応策との紐付けを実施。

2 ビジネス推進の武器となるデータを効率的に
準備する態勢を醸成するには

経営層の「丸投げ」と現場の「やらされ仕事」という組織階層間の断絶に着目。

各階層が果たすべき役割を再定義し、組織が一体となって動くための体制を提
言。

3 使いやすいビジネスデータ提供のための組織
的アプローチ

～主観的な「悩み」を客観的な「戦略」へ昇
華させるメソッドの提言～

「自社の課題が何か分からない」という問題に対し、客観的な自己診断メソッ
ドを提案。
英国式データ成熟度評価（DMA）と生成AIを活用し、組織の課題をペルソナと
して可視化。自社の"現在地"を正確に知ることから、現実的な対策を導き出す。

4 データ分析による利益創出サイクル定義 データ分析が単発で終わる課題に対し、ビジネス価値から逆算する実行プロセ
スを定義。
KPIツリーを用いて、分析活動が最終的な利益にどう貢献するのかを事前に設
計。
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各分科会ごとに報告



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

成熟度に応じた段階別アプローチによる
効率的なデータ活用推進

JUAS ビジネスデータ研究会 第1分科会

2026年3月25日
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1. 分科会参加者

2. 研究背景・目的・仮説

3. データ活用推進へのAISASモデル転用

4. 事例検証と考察

5. まとめ・研究を通しての気付き

アジェンダ
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No. 会社名 氏名（敬称略） 役割 業務内容

1 森永乳業株式会社 井上 リーダー データ分析基盤構築とデータ活用の推進

2 日本電気株式会社 須田 サブリーダー
Finance領域のデータ整備担当、グループ会社全体
DMO

3 株式会社読売新聞東京本社 宇田川 データ分析基盤構築とデータ活用の推進

4 大正製薬ホールディングス株式会社 木村 データ連携基盤構築とデータ活用の推進

5 株式会社荏原製作所 白井 データ分析基盤構築とデータ活用の推進

6 株式会社ジェーシービー 山川 オブザーバー
エンドユーザ向けのWeb・スマホアプリシステムの開発
推進

１.分科会参加者

※所属会社や業務内容は2025年5月時点の情報
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業務部門の状態に応じて適切にデータ活用を後押しし、
自走へ導くためのアプローチを明確化することが急務である。

データに基づく意思決定や業務改善を行う“データドリブンな組織”への変革は、多くの企業に共通
する重要な経営課題である。
実現のためには、IT 部門のみならず、業務部門が自らデータを活用し、課題解決を主体的に
進めることができる（＝自走できる）状態をつくることが不可欠である。

データの使い方が
分からない

ツールが定着せず
活用に結び付かない

成功事例が共有
されていない

データの所在が不明
情報収集に過度の工数

IT部門に全委任

しかし現実には、業務部門の自走を阻む要因が
各業務部門の状態に応じて多数存在している

２.研究背景・目的・仮説
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各業務部門の状態（データ活用の成熟度や自走を阻む要因）を把握し、それぞれの段階から
次の段階へ進むために適切な施策を打ち、効果的に働く実践的なアプローチ手法を検討する。

施策①

施策②

施策③

データ活用の推進

業務部門ごとの
多様な状態

各状態に合わせた
適切な施策

検討結果を整理し、再現性のある「データ活用推進モデル」として構築することで、
研究会参加各社において、業務部門が自走するデータドリブンな組織への変革を支援する。

部門A

部門B

部門C

２.研究背景・目的・仮説
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分科会参加者の議論を通じ、データ活用に必要な3要素を整理した。

モチベーション

意欲・関心・目的意識など、
行動の原動力

リソース

時間・人材・予算など、
実行のための環境や支援

スキル

データ分析・ツール活用・課題設定な
ど、実行力を支える能力

議論を続ける中で、特に行動の起点、原動力となるモチベーションが重要である点で一致した。
－モチベーション不足では、リソースやスキルが揃っても行動が進まない。

業務部門の状態を段階的に理解できる行動プロセスのフレームが必要となる。

AISASモデルの転用
• マーケティング領域で人の行動プロセスを整理するために用いられるAISASモデルを

データ活用に転用できないか？
• これにより業務部門の状態を体系的に捉え、効果的な施策へ繋げられる可能性がある。

２.研究背景・目的・仮説
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A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

広告などを通じて
商品を知る

興味

商品に興味を持つ

検索

インターネットで
口コミや情報を

検索する

行動

商品を購入する

共有

購入した感想や
評価をSNS等で

共有する

AISASモデル※
AISASとは：2004年に電通が提唱した、インターネット普及期における消費者の購買行動モデル。

AISASは「行動が段階的に進む構造」「行動を促す要因を整理できる」という特徴を持ち、「変化を段階で捉える」
フレームとして汎用性が高い。

業務部門の状態を段階的に理解できる行動プロセス、データ活用推進プロセスの分析フレームワークとして適用する。

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

消費者
の状態

段階

３.AISASモデル-マーケティングのAISASモデル
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A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

・データ活用の必要性に
気づいていない

・イメージが湧かない

興味

・興味はある
・でも行動できていな
い

検索

・情報を探す
・けど迷子になりがち

行動

・PoC/試行段階
・データ活用出来てい
る

共有

・他部署への共有
・他業務への横展開

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

ユーザー
の状態

段階

課題

【意識の欠如】
データ活用につながるイ
メージが湧かない

【過去のトラウマ】

過去の失敗体験があり
新しい取り組みへの忌避
感がある

【インセンティブの不在】
データ活用に取り組んで
も評価されない

【心理的ハードル】

専門性を高く感じ一歩を
踏み出せない

【情報の迷子】
問い合わせの手間が勝
り諦めてしまう

【事例の不可視化】

事例を知りたいが、情報
が公開されていない

【IT部門に全委任】
ビジネス課題の定義が
曖昧なまま構築、分析を
IT部門に委ねてしまう

【時間の壁】
活用まで時間がかかり、
現場の熱量が冷めてしま
う

【サイロ化】
担当者の異動で活用さ
れず、成功事例が部門
内で閉じる。

【標準化の欠如】
データ定義や集計ルー
ルがバラバラで、横展開
できない

マーケティング発のAISASを、データ活用を加速させる実践モデルとして転用
ユーザーの成熟段階と、その背後にある代表的な課題を整理した

３.AISASモデル-データ活用推進のAISASモデル



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved 15

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

各段階における主要な課題に対し、その解決に向けた具体的施策を策定した。

課題

A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

・データ活用の必要性に
気づいていない

・イメージが湧かない

興味

・興味はある
・でも行動できていな
い

検索

・情報を探す
・けど迷子になりがち

行動

・PoC/試行段階
・データ活用出来てい
る

共有

・他部署への共有
・他業務への横展開

ユーザー
の状態

段階

３.AISASモデル-データ活用推進のAISASモデル

【意識の欠如】
データ活用につながるイ
メージが湧かない

【過去のトラウマ】

過去の失敗体験があり
新しい取り組みへの忌避
感がある

【インセンティブの不在】
データ活用に取り組んで
も評価されない

【心理的ハードル】

専門性を高く感じ一歩を
踏み出せない

【情報の迷子】
問い合わせの手間が勝
り諦めてしまう

【事例の不可視化】

事例を知りたいが、情報
が公開されていない

【IT部門に全委任】
ビジネス課題の定義が
曖昧なまま構築、分析を
IT部門に委ねてしまう

【時間の壁】
活用まで時間がかかり、
現場の熱量が冷めてしま
う

【サイロ化】
共有の場（文化）がなく、
成功事例が部門内で閉
じる。

【標準化の欠如】
データ定義や集計ルー
ルがバラバラで、横展開
できない

対
応

【トップメッセージ】
会社としてデータ活用は重要であ
る方針を打ち出す

対
応

【身近な事例の啓発】
他部門の成功ストーリーを共有し、
自分事化させる
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【意識の欠如】
データ活用につながるイ
メージが湧かない

【過去のトラウマ】

過去の失敗体験があり
新しい取り組みへの忌避
感がある

【インセンティブの不在】
データ活用に取り組んで
も評価されない

【心理的ハードル】

専門性を高く感じ一歩を
踏み出せない

【情報の迷子】
問い合わせの手間が勝
り諦めてしまう

【事例の不可視化】

事例を知りたいが、情報
が公開されていない

【IT部門に全委任】
ビジネス課題の定義が
曖昧なまま構築、分析を
IT部門に委ねてしまう

【時間の壁】
活用まで時間がかかり、
現場の熱量が冷めてしま
う

【サイロ化】
共有の場（文化）がなく、
成功事例が部門内で閉
じる。

【標準化の欠如】
データ定義や集計ルー
ルがバラバラで、横展開
できない

16

A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

・データ活用の必要性に
気づいていない

・イメージが湧かない

興味

・興味はある
・でも行動できていな
い

検索

・情報を探す
・けど迷子になりがち

行動

・PoC/試行段階
・データ活用出来てい
る

共有

・他部署への共有
・他業務への横展開

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

ユーザー
の状態

段階

各段階における主要な課題に対し、その解決に向けた具体的施策を策定した。

課題

対
応

【評価制度への組込み】
データ活用への取り組み自体を目
標管理制度や表彰制度に組込む

対
応

【伴走型支援】
IT部門やDMOが相談に乗る体制
を作り、周知

３.AISASモデル-データ活用推進のAISASモデル
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【意識の欠如】
データ活用につながるイ
メージが湧かない

【過去のトラウマ】

過去の失敗体験があり
新しい取り組みへの忌避
感がある

【インセンティブの不在】
データ活用に取り組んで
も評価されない

【心理的ハードル】

専門性を高く感じ一歩を
踏み出せない

【情報の迷子】
問い合わせの手間が勝
り諦めてしまう

【事例の不可視化】

事例を知りたいが、情報
が公開されていない

【IT部門に全委任】
ビジネス課題の定義が
曖昧なまま構築、分析を
IT部門に委ねてしまう

【時間の壁】
活用まで時間がかかり、
現場の熱量が冷めてしま
う

【サイロ化】
共有の場（文化）がなく、
成功事例が部門内で閉
じる。

【標準化の欠如】
データ定義や集計ルー
ルがバラバラで、横展開
できない

17

A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

・データ活用の必要性に
気づいていない

・イメージが湧かない

興味

・興味はある
・でも行動できていな
い

検索

・情報を探す
・けど迷子になりがち

行動

・PoC/試行段階
・データ活用出来てい
る

共有

・他部署への共有
・他業務への横展開

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

ユーザー
の状態

段階

各段階における主要な課題に対し、その解決に向けた具体的施策を策定した。

課題

対
応

【事例カタログの整備】
「何があるか」が見えるカタログを
用意する

対
応

【情報のプッシュ】
アクセスランキング公開等で情報
を提示し、Actionへ誘導

３.AISASモデル-データ活用推進のAISASモデル
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【意識の欠如】
データ活用につながるイ
メージが湧かない

【過去のトラウマ】

過去の失敗体験があり
新しい取り組みへの忌避
感がある

【インセンティブの不在】
データ活用に取り組んで
も評価されない

【心理的ハードル】

専門性を高く感じ一歩を
踏み出せない

【情報の迷子】
問い合わせの手間が勝
り諦めてしまう

【事例の不可視化】

事例を知りたいが、情報
が公開されていない

【IT部門に全委任】
ビジネス課題の定義が
曖昧なまま構築、分析を
IT部門に委ねてしまう

【時間の壁】
活用まで時間がかかり、
現場の熱量が冷めてしま
う

【サイロ化】
共有の場（文化）がなく、
成功事例が部門内で閉
じる。

【標準化の欠如】
データ定義や集計ルー
ルがバラバラで、横展開
できない

A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

・データ活用の必要性に
気づいていない

・イメージが湧かない

興味

・興味はある
・でも行動できていな
い

検索

・情報を探す
・けど迷子になりがち

行動

・PoC/試行段階
・データ活用出来てい
る

共有

・他部署への共有
・他業務への横展開

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

ユーザー
の状態

段階

各段階における主要な課題に対し、その解決に向けた具体的施策を策定した。

課題

対
応

【プラン選択】

活用プランを用意し、ユーザーに選
択させ責任感を持たせる

対
応

【アジャイルの実践】
「小さく作ってすぐ直す」サイクルを回し
早期に小さな成功体験を提供

３.AISASモデル-データ活用推進のAISASモデル
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【意識の欠如】
ルーティン業務のみでデ
ータ活用の意識がない

【過去のトラウマ】
過去の失敗体験があり
新しい取り組みへの忌避
感がある

【インセンティブの不在】
データ活用に取り組んで
も評価されない

【心理的ハードル】

専門性を高く感じ一歩を
踏み出せない

【情報の迷子】
問い合わせの手間が勝
り諦めてしまう

【事例の不可視化】

事例を知りたいが、情報
が公開されていない

【IT部門に全委任】
ビジネス課題の定義が
曖昧なまま構築、分析を
IT部門に委ねてしまう

【時間の壁】
活用まで時間がかかり、
現場の熱量が冷めてしま
う

【サイロ化】
ṕ Ṗ 、

成功事例が部門内で閉
じる。

【標準化の欠如】
データ定義や集計ルー
ルがバラバラで、横展開
できない

19

A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

・データ活用の必要性に
気づいていない

・イメージが湧かない

興味

・興味はある
・でも行動できていな
い

検索

・情報を探す
・けど迷子になりがち

行動

・PoC/試行段階
・データ活用出来てい
る

共有

・他部署への共有
・他業務への横展開

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

ユーザー
の状態

段階

各段階における主要な課題に対し、その解決に向けた具体的施策を策定した。

課題

対
応

【コミュニティ形成】
組織的なワークショップや発表会
を開催し活用の文化を醸成

対
応

【標準化策定】
ツール、デザインのルールを定め、
属人化を防止

３.AISASモデル-データ活用推進のAISASモデル
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A
Attention

I
Interest

S
Search

A
Action

S
Share

注意

・データ活用の必要性に
気づいていない

・イメージが湧かない

興味

・興味はある
・でも行動できていな
い

検索

・情報を探す
・けど迷子になりがち

行動

・PoC/試行段階
・データ活用出来てい
る

共有

・他部署への共有
・他業務への横展開

※電通報“Dual AISAS”で考える、もっと売るための戦略。(https://dentsu-ho.com/articles/3100)引用

ユーザー
の状態

段階

対応

一部の施策については分科会参画企業の現場にて実証実験を行い、その有効性を検証した【事例1-4】
その他、検討段階の施策についても今後の展望として紹介する【考察1,2】

【トップメッセージ】
会社としてデータ活用
は重要である方針を打
ち出す

【身近な事例の啓発】
他部門の成功ストーリ
ーを共有し、自分事化さ
せる

【評価制度への組込み】
データ活用への取り組
み自体を目標管理制度
や表彰制度に組み込む

【伴走型支援】
IT部門やDMOが相談

に乗る体制を作り、周知

【事例カタログの整備】
「何があるか」が見える

カタログを用意する

【情報のプッシュ】
アクセスランキング公開

等で情報を提示し、
Actionへ誘導

【プラン選択】
活用プランを用意し、ユ
ーザーに選択させ責任

感を持たせる

【アジャイルの実践】
「小さく作ってすぐ直

す」サイクルを回し、早
期に小さな成功体験を

提供

【コミュニティ形成】
組織的なワークショップ
や発表会を開催し活用

の文化を醸成

【標準化策定】
ツール、デザインのル
ールを定め、属人化を

防止

事
例4

考
察
1

考
察
2

３.AISASモデル-データ活用推進のAISASモデル

事
例1

事
例2

事
例3
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背景・課題
•定型業務の遂行に埋没しており、データ活用の意識がない

（当該企業においては特に、会員獲得や集客の現場で、データ活用の意識が十分ではない）
•データ活用には興味があるが、どの局面でどうデータ活用をすればよいか分からない

実施したこと
ビジネス部門を中心とした全社的なデータ活用推進の研究会を開催。内容は以下。
• トップ、データマーケティングの専門家からのメッセージ発信

「なぜ今、データ活用が必要なのか」を会社トップや専門家からプレゼン。データ活用の必要性を認識させる。
•事例紹介

他社の取り組み例を紹介し、データ活用が実践できる場面をイメージさせる。
•顧客データの収集・活用体制強化の呼びかけ

データ収集の戦略策定やノウハウ共有のため、関連する各部署をまたいだワーキングチームを作ることを提案。
今後はワーキングチームを通じて密な連携を図り、データ活用を加速・継続させる体制を整える。

効果 （※継続して効果検証中）
•ワーキングチームを中心とし、各部署が積極的にデー

タ活用の土台となる顧客データの収集・蓄積を開始。
•社内ポータルに掲載された本研究会に関する記事は,

•その他DX関連記事の2倍を超える閲覧数となり、トップ
メッセージが持つ求心力の高さが実証された。

振り返り・反省点
グループ全体のシナジー最大化に向け、まずは経営層に
おけるコンセンサスを形成するべく、今回の研究会では参
加者を各社幹部に限定した。今後は、幹部レベルの研究
会とは別に、その趣旨を現場社員に伝える個別セッション
を各部署で行うことなどで情報共有を強化する。

A
注意

I
興味

S
検索

A
行動

S
共有４.事例①-トップメッセージ



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

４.事例②-分析レポートランキング公開

22

背景・課題
•分析レポート基盤の標準化が進む一方で、知名度、利用者共に低迷（12万アクセス／月程度）。
•部門毎に独立してデータ活用するのみで、どんなデータがあるのかわからない状態（が、カタログ整備は大変）

実施したこと
•上期分析レポートのアクセスランキングを公開

どんなレポートか、開いた画面のスクショにリンク
（データ部分はモザイク）

•情報システム部サイト（SharePoint）へ掲載
•問合せが入ったらそのサイトを案内

見たかったら分析レポート作成部署を案内

効果
•掲載ページへのアクセス

合計閲覧数９３％UP（元が低かったから・・・）

•相談対応工数
約９０％減（約１時間/件→５分/件）

振り返り・反省点
•探索の入口としては大成功。
•アクセスランキングに反映されていくのは３月くらい。

アクセス数に効果があったのかは不明。
•ランキング掲載／非掲載（個人の営業成績等）の

考慮が必要だったため、掲載まで時間がかかった。

A
注意

S
検索

S
共有

分析レポート名をクリック
→別画面が開き、項目がわかる

A
行動

I
興味
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４.事例③-ヒアリングシート整備

23

背景・課題
•業務部門側にデータを蓄積するニーズはあれど、対応や内容はIT部門の依存度の高い案件が多発。

「何を整理したらよいのか、よくわからない」状態のまま進み、IT側担当者の要件整理スキルに依存。

実施したこと
•データ蓄積パターン分類とメニュー化
•事前確認項目の整備
•データフォーマット記入テンプレートの作成
•記入プロセスの策定

効果
• IT部門側のヒアリング工数

約７５％減（約２時間/件→３０分/件）
•運用開始後の工程後戻り：０件／全２２件（運用6か月実績）

振り返り・反省点
•事業部側／開発側からは好評。
• ITヒアリング担当者側の平準化は進んだが、事業

部側の記入品質は完全に平準化されず、多少担当
者のスキルに依存。

A
注意

S
検索

S
共有

I
興味

A
行動

メニュー化し選択式を採用。
難しいものは、項目毎に例示や補足を入れ
記入者が書きやすいよう工夫した。
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背景・課題
• DX方針、人材育成、社内DX事例、学習コンテンツなどが複数サイト・資料に点在し、「どこを見ればDXに関する全体

像が分かるのか分かりづらい」状態だった。
•業務部門からも「他部門の取り組み事例を知りたい」「イメージが湧く事例が欲しい」という声が上がっていた。

実施したこと
• トップページに全社DX推進の考え方を明示し、「当社におけるDXとは何か」を最初に理解できる構成とした。
• 人材育成情報、学習コンテンツ、社内DX事例を同一サイト上に集約し、学び・実践・事例参照を一気通貫で確認

できるようにした。
•データ分析、生成AI、人材育成などテーマ別の概要と事例を掲載し、専門部門以外の社員にも理解しやすい情

報提供を意識した。

効果※効果判定中のため期待効果
• 業務部門のDXに関する情報接点の増加

•他部門の取り組みを知るための情報基盤」として活用

振り返り・反省点※今後について
今後は、各業務部門でのDX事例を拡充することで、社内コミュニティとし
ての情報循環が生まれるかを確認予定

A
注意

I
興味

S
検索

A
行動

S
共有４.事例④-コミュニティ形成
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視点：

データ活用が評価されにくい環境が行動のボトルネックになっているため、取り組みを評価制度に組み込み、可視化
する仕組みが必要であり、この点については既存の認定制度の事例が参考になる。

考察：

•段階的認定制度を導入すれば、状態の見える化に加え、研修・伴走支援との連動が可能となり、さらにコミュニティ
形成などの文化醸成にも繋がり、データ活用推進の総合的なドライバーとなり得る。

•既存の認定制度「森永DXアカデミー※」を参考に、段階別認定の考え方をデータ活用レベルに当てはめた。
学習→実践→部門貢献といった成長プロセスを体系的に可視化でき、データ活用推進策として展開できる。

25

【参考事例】森永乳業の森永DXアカデミー

森永DXアカデミーとは．．．
• デジタル技術を活用して変革を行える人財を育成す

るため、グループ全社員を対象とした教育プログラ
ム。

• 4段階にレベル分けを行い、各層に向けた研修など
のスキルアップの場を提供。

• 初級レベルは、役員を含む全社員が認定取得し、よ
り上位のレベルを目指すための基礎を固める。

• デジタルスキルに限定せず、経営・組織・イノベーシ
ョンといったビジネススキル向上にも取り組んでいく。

データ活用レベル

データ活用の必要性を理解し、
自業務での可能性を認識している。

業務改善に向け、データ収集・簡易
分析など具体行動を開始している。

部門課題に基づき、PoCやKPI設定
を伴うデータ活用施策を企画、推進。

部門横断で新たな価値創出を構想し、
全社的データ活用を牽引する。

４.考察①-認定制度によるデータ活用推進
A

注意

S
検索

A
行動

S
共有

I
興味

※森永乳業のDX宣言！
(https://www.morinagamilk.co.jp/release/newsentry-4402.html）

引用

https://www.morinagamilk.co.jp/release/newsentry-4402.html
https://www.morinagamilk.co.jp/release/newsentry-4402.html
https://www.morinagamilk.co.jp/release/newsentry-4402.html
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考察：

• 不確実性が高い中で「最終的な分析」「活用後の最終形」を固めるのは不可能。

• したがって、データ分析・活用の目的を明確かした上で「仮説検証」を高速に回すアジャイル型のアプローチが
有効であると考えた。

視点：

ビジネスデータの分析・活用における時間の問題は、システム開発の一般的な課題と同根と捉えらえる

【共通点】

• システム開発：「作ってみないと、本当に使いやすいかわからない」「企画〜リリースまでに時間がかかる」

• データ活用：「分析してみないと、ビジネス価値が出るかわからない」「分析・活用までに時間がかかる」

視点 ウォータフォール型データ分析・活用 アジャイル型データ分析・活用

① 対応スコープ Big Bang

完璧な基盤構築・分析を目指す。

課題：時間がかかり、変化に対応できない。

スモールスタート

分析スコープを優先度を適切に入れ替えながら対応。

分析対応と結果評価を繰り返しながら、価値ある分析を育てる。

※対応スコープは可変だが、分析を通じた目的は一貫すべき。

② プロセス 一方通行

ビジネス部門が依頼→ IT部門が作成・納品。

課題：意図と異なる成果物による手戻り多発。

反復・対話

1週間等の期間に区切って、成果物を作成。

未完成でもプロトタイプを見せて修正。試行錯誤のコストを下げる。

③ 体制 部署で分断

発注者(ビジネス部門)と受注者(IT部門)の関係。

課題：責任が分断され、他人事になりがち。

共創（同一チームでデータ分析・活用を検討）

ビジネス部門とIT部門が対等なパートナーとして議論。業績目標も共有する。

1週間等の期限で両者でレビュー。

A
注意

S
共有

I
興味

A
行動

S
検索

26

４.考察②-アジャイル志向での早期成果創出
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研究での気づき
1．AISASを用いた段階ごとの課題整理の有効性
業務部門の状態をAISASの枠組みで捉えることで、各段階における課題を体系的に整理・可視化できることが確認された。

2．組織の現在地の「見える化」の重要性
各部門におけるデータ利活用の成熟度を可視化することが設計の第一歩となり、「課題×対応」マトリクスにより、
段階に応じた打ち手を導き出す、状況起点の段階的アプローチの重要性が明確になった。

具体的な提言
1．段階別アプローチの導入
成熟度に応じて施策を切り替え。初期は「意識付け・インセンティブ」、進んだ段階では「標準化・横展開」を重点化する。

2．文化醸成の取り組み
社内ポータルや成功事例を集約し、データ活用を“日常化”する環境と文化をつくる。

3．持続可能な支援体制
伴走支援やナレッジ共有を仕組みとして整備し、失敗も含めた学習を促すことで、ユーザーが抱え込まず進められる体制をつ

くる。

結論

データドリブンな組織への転換には、ツールや技術の導入だけでなく、業務部門の行動や意識が段階的に変化していくプロセス
を捉え、それに応じた支援を行うことが不可欠である。
このため本研究で提案した「データ活用版・AISASモデル」を用い、自組織の状況に応じた段階的アプローチを積み重ねること
で、データドリブンな組織形成に必要な『止まらないデータ活用』を実現できると考える。

５.まとめ・研究を通しての気付き
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５.まとめ・研究を通しての気付き

データ活用の推進は、人と組織の行動変容が鍵である。AISASで
可視化した行動段階ごとに、求められる支援を丁寧に積み重ねる
ことが、持続的なデータ活用文化の醸成につながると考える。

現状多くの企業、組織においてレポートは構築するものの、そこ
から先のデータ利活用は根付かないという共通的な悩みを確認し
た。であればこそその対策にも共通性・普遍性があるのではない
かと考えている。

今回は特に意識・行動について注目してアプローチ方法を検討し
たが、さらに組織体制・ツール導入状況等の指標も加わると最適
解の選定は複雑化する。できそうなことをまずやってみる、のス
タンスも大事なのかもしれない。

マーケティングモデルをデータ活用推進に適用していくという考
え方が斬新で、モデルを別領域に適用することで、考え方の変化
やアプローチの発想に紐づくことに気づくことができた。

ユーザーの多様な成熟度に応じて行動を後押しする、組織的な支
援や仕組みの重要性に気づかされた。各フェーズの問題を適切に
言語化し、的確な施策を打つことこそが、効率的なデータ活用推
進の鍵になると考える。

分科会参加メンバーの声
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Team2 メンバー
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本テーマを採択するに至った経緯

31

〇活用されないリスクと要求の曖昧さ

以下の課題感が本チームのメンバー内にあり、「ビジネス推進の武器となるデータを効率的に準備
する態勢を醸成するには」というテーマを設定した。

〇組織メンバーやデータに関する課題感

使われないデータ基盤

莫大なコストをかけて構築しても、活用シ
ーンが不明確であれば「宝の持ち腐れ」と
なり 、 利用者のインサイトに繋がらない基
盤となってしまう。

ユーザー要求の曖昧さ

現場（中間管理層、一般職） からの「ざっ
くりとした要求」が、認識の齟齬や手戻り
を誘発する 。
本質的なニーズを言語化できていないこと
が、プロジェクトの停滞を招いてい る。

属人化の進行

特定の担当者に依存した業務 となって
おり、 知見が組織として蓄積されず、
継続性が担保されない 状況である。

リテラシー 不足

経営層・現場 ともに ITへの理解不足が
あり 、システムが不必要に複雑化し、
活用が限定的である。

データのサイロ化

各部門でバラバラに管理されたデータ が
あり、 統合に多大なコストがかかり、全
体像が見えない現状 がある。
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ビジネス推進面
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ビジネスデータ・エコシステムとは

33

ビジネスデータ・
エコシステム

既存データと新規データを統合し、ロジックを通じてビジネスの
「目的・ゴール」に資する「示唆 (インサイト )」を出力する仕組み。

示唆（インサイト）

Human Decision 

Human Input

既存データ

新規データ

重要：ロジックは技術領域だが、入力（データ）と
出力活用（意思決定）は完全に「人」に依存する。
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ビジネスデータ・エコシステムを支える組織と人材定義

34

企業における各階層の役割・課題・あるべき姿
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企業が直面する「人とデータの断絶」

35

経営層：夢物語と丸投げ

AIなら何でもできるという過度な期待

中間管理層：具体と抽象の狭間で停止

戦略をタスクに翻訳できない

一般職：データを扱う事が「作業」化

資産を作っている意識の欠如

専門職：共通言語の不在

専門用語で話し、ビジネス
側
と嚙み合わない
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エコシステムを支える４つの重要プレイヤー

4つのプレイヤーによって、エコシステムを機能させる

ビジネスデータ・
エコシステム

専門職

ビジネス成功のための
技術的パートナー

一般職

ファクトで語る実務家

中間管理層

「具体」と「抽象」
の翻訳家

経営層

冷静な判断者 /
合理的な経営者
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経営層：冷静な判断者

The Shift

Before （課題） After （あるべき姿）

¸ IT/AIへの過度な夢

¸ 丸投げ

¸ リスク・ガバナン
スの軽視

¸ 投資対効果の判断
（ ROI）

¸ 失敗を許容する文化
形成

¸ 組織横断の牽引

Key Requirement

必須レベル： ITパスポート
レベルの知識

エンジニアになる必要はない。部
下と共通言語（クラウド、セキュ
リティ、トレンド用語）で会話で
きるリテラシーを持つこと。

技術詳細よりも「ビジネスの問い
（どう儲けるか）」を定義する。
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中間管理層：「具体」と「抽象」の翻訳家

The Shift Key Requirement

Before （課題） After （あるべき姿）

¸ ボトルネック化
¸ 言語の不一致
¸ IT/統計へのアレルギー

¸ 高度な翻訳能力
¸ 心理安全性の確保

重要能力：専門職なしでの説明能力

専門職への出力を理解し、専門職の同席なし
で経営層へ説明できるリテラシー。

経営層の抽象指示

現場の具体的タスク現場の具体データ

経営層の抽象的示唆
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一般職：ファクトで語る実務家

The Shift

Before （課題）

After （あるべき姿）

¸ 当事者意識の欠如
¸ やらされ仕事
¸ 変化への抵抗

¸ データ活用の自分事化
¸ 的確なボトムアップ

マインドセット：「データ活用＝全社の資産作り」

自分の業務が会社の資産を作っているという認識
を持つ。

KKD（勘・経験・度胸）からの脱却

ファクトベースの報告

Key Requirement
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専門職：ビジネス成功のためのパートナー

The Shift Key Requirement

Before （課題）

After （あるべき姿）

¸ コミュニケーション不全
（専門用語）

¸ ビジネス視点への欠落
¸ 敬意の欠如

¸ 非専門職の歩み寄り
¸ 黒衣（くろこ）としての機能

ポジショニング：Business Driven

技術的最適化だけでなく、ビジネス課題の解決
（ KPI/KGI）にコミットする。

Role Statement

「システムの一部」として機能し、
意思決定を裏側から支える。
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Layer
（階層）

Issues
(課題)

Ideal State
(あるべき姿 )

Skills/Requirements
(必要な要素 )

Persona
(ペルソナ )

経営層 夢物語、丸投げ
投資対効果判断、

文化形成
ITパスポートレベル

基礎知識
冷静な判断者

中間管理層
ボトルネック、

言語不一致
高度な翻訳機能 専門職なしでの説明能力 具体と抽象の翻訳家

一般職 やらされ仕事 データ活用の自分事化 データ活用＝資産作り ファクトで語る実務家

専門職 コミュニケーション不全 ビジネスへの歩み寄り ビジネスドリブン 技術的パートナー

階層別ビジネス推進サマリー
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組織全体をつなぐ「翻訳」と情報のループ

意思決定

戦略 インサイト

経営層

翻訳
（Translatio）

集約＆
示唆出し

一般職 データ活用

KPI/具体タスク 事実/ファク
ト

中間管理層

Ecosystem 

&

Specialists

集約＆
示唆出し

翻訳
（Translation）
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ὕ

技術面
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CRISP-DM

1

ビジネスの理解

2

データの理解

3

データの準備
4

モデリング

5

評価

6

共有・展開

CRISP -DM

͔Ι Ẁ
˲ ֻ

ד

｢ビジネス推進の武器となるデータを効率的に準備する態勢 ｣の技術面の課題抽出のため、
ビジネスや組織も含めて定義されたデータ分析の標準的プロセスモデルである CRISP-DMを
用いて課題となるポイントを探る。

データ分析の標準的なプロセスモデル： CRISP -DM

(引用：｢Cross-industry standard process for data mining｣)
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CRISP-DM

データ利活用する際、効率性を高められるポイントについて、
「 ビジネスの 理解」および「 データの理解」に着目した。

着目ポイント！

データ利活用における「効率性を高められるポイント」

1

ビジネスの理解

2

データの理解

3

データの準備
4

モデリング

5

評価

6

共有・展開

(引用：｢Cross-industry standard process for data mining｣)
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研究活動を通じて、ビジネス側 (経営層/中間管理層/一般職)と専門職の間で 情報の共有
が上手く行えていない 経験が多いことが分かった。これによる コミュニケーションロ
ス・ミス が効率化を妨げている要因だと考えた。

データの内容が把握できず
利活用につながらない

ビジネス側からの
要請が理解できない

経営層 中間管理層 一般職 専門職

「ビジネスの理解」「データの理解」に着目するに至った理由

コミュニケーション
ロス・ミス



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved 47

「ビジネスの理解」「データの理解」を円滑に行うための技術的な解決案（武器）とし
て「 ナレッジベース 」と「 データカタログ 」の導入を提言する。

ナレッジベース データカタログ

CRISP-DMにおける
プロセス

1.ビジネスの理解 2.データの理解

概要
Å 企業や組織内で得られた知識やノウハウを一元的に集

約・整理し、必要なときに誰でも検索・活用できる情報デ
ータベース。

Å 組織内のデータに関する情報を集約し、一元化して管理
するためのデータの目録やカタログ。

エコシステムとして
必要な機能

Å 過去のデータ利活用事例とその評価が管理されている
こと。

Å 組織内に加えて組織外における国内外のデータ利活用
事例も検索できること。

Å 自然言語で検索できること。

Å データのビジネス的な意味や文脈を示すビジネスメタデ
ータ（例：業務上の定義・利用目的・データオーナー等）
についてもカタログ上で参照できること。

Å 自然言語で検索できること。

メリット

Å 過去事例を参照することで、ゼロベースからの検討が不
要となり、過去事例と同様の試行錯誤を減らし、開発ス
ピードを向上することができる。

Å 組織外のデータ利活用事例を参照することで、新たなビ
ジネス創出の示唆が得られる。

Å ビジネス側と専門職の間でコミュニケーションロス・ミス
が減らせる。

Å 欲しいデータの有無が早々にわかるため、検討事項の
実現性の判断が早期に可能。

Å データの背景がわかることで、中間管理職の「翻訳」コス
トが低減できる。

Å ビジネス側と専門職の間でコミュニケーションロス・ミス
が減らせる。

「ビジネスの理解」「データの理解」を円滑に行うための解決案
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変革への提言

システム（ Black Box ）が機能するためには、
組織的な入力・出力ラインの確立が不可欠であ
る。

¸ 経営層
ITパスポートレベルのリテラシーを持ち、丸投げを止める

¸ 中間管理層

「具体」と「抽象」をつなぐ翻訳家になる

¸ 一般職
データ活用業務を「資産作り」と捉え直す

¸ 専門職

技術の殻を破り、ビジネス側へ歩み寄る

中間管理層
集約＆示唆出し

戦略 インサイト

KPI/具体タスク 事実/ファクト

経営層
翻訳(Translation)

一般職
実行＆データ活用

Ecosystem 
& Specialists

エコシステムの好循環を継続させるべく
「 ナレッジベース 」と「 データカタログ 」を中核機能とする

各プレイヤーを支える技術
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̸
ρ ˲
Ḩ ֻ

最後に…
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最後に…
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使いやすいビジネスデータ提供のため
の組織的アプローチ

～主観的な「悩み」を客観的な「戦略」へ昇華させるメソッドの提言～

2026年3月25日

ビジネスデータ研究会2025_第３分科会

51
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メンバー構成

52

名前 所属

大下
（オブザーバー）

ブレインズコンサルティング株式会社

赤坂 ニッセイ情報テクノロジー株式会社

伊藤
（リーダー）

東京電力ホールディングス株式会社

大森 日本航空株式会社

金田
（サブリーダー）

エクシオグループ株式会社

幸山 株式会社富士薬品

坂本 双日テックイノベーション株式会社

中川 サイバネットシステム株式会社

蓬澤 MS＆ADシステムズ株式会社
※敬称略
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01
序論:

なぜデータは使われないの
か？
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研究の背景

55

ṕ Ṗ Ḵ

Ḳ

ṕDWH/Data Lake Ṗ

Ḵ

ṕ ṖḲ

/ ṕ Ṗ º º º

º ṕ Ṗ

ṕWhy/Who Ṗ
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前提として

56

Ḵ

Ḳ

ṕ0ẓ11ẓ100Ṗ

「万能な正解は存在しない」

参加各社のデータ活用における

課題を共有・議論の結果、

各社が抱えている状況から異なった。

「各社共通する課題を深堀」

各社が陥っている

長期かつ全社的な

構造的・組織的な課題が多い

ṕWhy/Who Ṗ Ḵ
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02
研究アプローチ:

主観を客観に変える
「英国式DMA×生成AI」分析プロセス
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研究アプローチ

58

ṕ Ṗ

Ḳ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

Input: 各社メンバーが抱える生々
しい「悩み」や「課題」のアンケート
結果

Action: 現場の悩みを洗い出して
課題の真因を特定する

Tool: 生成AI（NotebookLM）
×DMA（データ成熟度評価）

Action: 課題の真因とDMAを
もとに共通ペルソナを策定す
る準備をする

Result:共通ペルソナの生成

Action: 生成AIが導き出した特徴
を、
人間が理解・共感しやすい
「人格（ペルソナ）」として言語化

Result: 組織成熟度に応じた
「現実的な対策」

Action: 生成AIが出した対策
案に対し、人間が「実現可能
性」や「順序（ロードマップ）」を
検証・修正
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Step1: 悩みの構造化

59

ṕ Ṗ

Ḳ

Ḳ Ḳ Ḳ
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Step2&3: 診断の設計と現状の可視化

60

DMA ẁ AI

Ḳ

DMA ẑ ṕ DMAṖ AI

AI

※英国式DMAについては、「付録a.分析フレームワーク「英国式DMA」の活用」を参照のこと。

Step2 診断の設計

Step1

Step3 現状の可視化
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DMA ṕ Ṗ

R1Ḳ 9. ṕ Ṗ
[ Ḳ ]

ṕ Ṗ Ṍ1

10. 
IT [DMOḲ / ]

 IT
ṕTop 10Ṗ IT

R2Ḳ 4. 
[ Ḳ / ]

 

ṕExcelṖ

Excel

7. 

ṕ Ṗ

[ Ḳ ]

 ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

R3Ḳ 3. DWH

ṕBI Ṗ

[ Ḳ Ṍ ]

 SaaS
BI

5. 
DWH [ Ḳ ]

10 KPI

R4Ḳ 1. ṕ

Ṗ

[ Ḳ ]
ṕ Ṗ

2. 
ṕ

Ṗ

[ Ḳ ]
Excel

ṕTeams/SlackṖ

Step4: 対策の具体化

61

課題特定から対策の初期検討:

◦ DMA AI

DMA AI

真因＊DMAトピック
↓

生成AIで分類

”想定課題” と ”対策案” を
生成AIにより分析・導出
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Step4: 対策の具体化

62

( AI ú )

あるべき姿にちかづく:
◦生成AIを活用しながら共通する課題を特定し、『現実の解決策』を立案して実行検討していくことで実行可能性を高める。

教科書的な正解ではなく、ペルソナを前提とした

現実的な解決策を策定することが重要

生成AIによる「客観的な対策」の提示 人間による「文脈」と「現実性」の修正
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03
実証:

メソッド実践例
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Ḵ

Ḳ

4
※詳細の実践ステップは「付録b.メソッド実践方法」を参照のこと。

Step1: 悩みの構造化

真因の特定
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Ḵ

Ḳ

4 DMA AI Ẁ

Step2&3: 診断の設計と現状の可視化

組織ペルソナの作成

R1Ḳ ṕStrategic & 
Authority Ṗ ṕWhyṖ

ṕWhoṖ

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

ṕ Ṗ 1. ṕ Ṗ/ 2. ṕ Ṗ/ 3. IT / 4. 

DataManagementOffice 1. / 2.  / 3. 

ṕ Ṗ 1. KPI / 2. / 3. 

1. /2. /3. /4. ṕ Ṗ /5. 

SXṕ Ṗ 1. /2. /3. 

R2Ḳ
ṕOperations & Assets Ṗ

ṕ Ṗ 1. ṕ SLAṖ/ 2. / 3. ṕ Ṗ

/ID ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. ṕ Ṗ

1. / 2. / 3. 

1. / 2. / 3. 

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 1. ṕ Ṗ/ 2. ṕ10Ṍ Ṗ/ 3. ṕSaaS Ṗ

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

1. AI / 2. / 3. 

R3Ḳ ṕValue & 
Delivery Ṗ

ṕHow 
muchṖ

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. / 4. 

ṕDWH Ṗ 1. / 2. BI / 3. Lake DWH

1. / 2. / 3. 

1. ṕ / Ṗ/ 2. 

1. / 2. / 3. / 4. 

R4Ḳ ṕCulture & 
Literacy Ṗ Ṅ

ṕSkillṖ

ṕ Ṗ 1. ṕ Ṗ/ 2. / 3. ṕ Ṗ

ṕ Ṗ 1. / 2. 

IT 1. / 2. / 3.  

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

1. ṕ / Ṗ/ 2. / 3. ṕ / Ṗ / 4. 

1. DX / 2. / 3. / 4. 



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved 66

Ḵ

Ḳ

4 DMA AI Ẁ

AI

心臓（技術基盤）は機能
神経（データ連携・ガバナンス）が分断
脳（経営層）からの指令が手足（現場）に届きにくい

Step2&3: 診断の設計と現状の可視化

組織ペルソナの作成
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Ḳ

AI

主観課題からDMAトピックで分類した真因

組織ペルソナが抱える課題
Step2&3: 診断の設計と現状の可視化

このペルソナが抱える課題に対して、

対策の具体化を検討
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「不在のリーダー」を「仮想のチーム」で補う:

◦バーチャルDMOの結成: 各部署キーマンを集めた「データ活用ギルド」を立ち上げ。「この場の合意がルール」となる権威付けを経営から取り付け。

◦ドメインオーナー制の導入: 「システム管理者」ではなく、「ビジネス部門」をデータオーナー化。業務領域（ドメイン）単位で責任範囲を割り当て。

◦具体的施策例：既存会議の「帽子」の付け替え「バーチャルDMO」、名札を持たせる「ドメインオーナー制」

対策例①『組織のハック』
Step4: 対策の具体化
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「ブラックボックス」を「ガラス張り」に変える:

◦サンドボックスの提供: 最初から完璧を求めず、隔離された環境で「まず試す」ことをプロセス化する。

◦資産の棚卸しと可視化: 「隠し持っている」状態よりも「公開している」状態を推奨するルール作り。

◦具体的施策例: サンドボックスの期限設定「30日ルール」、野良データの「一斉登録キャンペーン」

対策例②『プロセスのハック』
Step4: 対策の具体化
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04
まとめ：

使いやすいビジネスデータ提供のた
めの
組織的アプローチ
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まとめ

71

メ
ソ
ッ
ド

ポ
イ
ン
ト

研究成果:
◦大規模組織特有の阻害要因を「共通ペルソナ」で可視化し、生成AIとDMAを活用して「主観的な悩み」を「客観的な戦

略」へと変換するプロセス（メソッド）を提言。
◦ メソッドで提供する価値は、単なる「他社の成功事例集」ではなく、各社が自らの組織を診断し、その成熟度に応じた

最適な「処方箋」を自律的に選択するデータマネジメントのプロセス改善にある。
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まとめ

72

A.
「正解」を探すのではなく、
「現在地」を知ることから始めよう。

Ḵ

ṕ Ṗ ṕ Ṗ Ḵ

A.
「英国式DMA×生成AI」分析プロセス
という新たなメソッドを手に
悩みを共通認識化して議論する準備
から始めていこう。
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振り返り

73

ṕAI Ṗ

AI AI

DMO
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05
付録：

参考資料
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付録a.分析フレームワーク「英国式DMA」の活用

75

DMAṕData Maturity Assessment Ṗ

英国式DMAの概要:
◦英国政府やGA(General Assembly)等で採用されているデータ成熟度評価モデル※。

組織がデータを活用して価値を生み出す能力を客観的に測定するフレームワーク。
◦採用した「10のトピック」:

組織の課題を多角的に捉えるため、以下の10領域を分析の軸として採用した。

※Data Maturity Assessment for Government: Framework - GOV.UK,20260225, 
https://www.gov.uk/government/publications/data-maturity-assessment-for-government-framework
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付録b.メソッド実践方法

76

Step 1 -1 

ケース記述シートの生々しい事例を持ち寄り、課題を抽出:
◦多様な業種・職務のメンバーが直面している「データ利活用の失敗事例」や「現場の悩み」を抽出。
◦表面的な事象（例：データが汚い、連携に時間がかかる）に対して「なぜなぜ分析」を実施し、背後にある要因を深掘りし、共通的な課題を抽出する。

Work
「ケース記述シート」に悩み洗い出し、問題分析

Work
「なぜなぜ分析」にて要因をカテゴリ分類

Work
要因に含まれる課題を抽出

Tips

ケース事例の抽出後、分析・整理

に

「生成AI」を利用することで、

より効率的にワークが進行する。
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付録b.メソッド実践方法

77

Step 1 -2 3

複数軸でマッピングし、課題の性質を分類する:
◦抽出した課題を以下の3つの軸でマッピングし、性質を可視化。

1. 課題の性質: 「技術的 vs 組織的」「構造的 vs 運用的」
2. 影響範囲: 「長期的 vs 短期的」「全社横断的 vs 局所的」
3. 実行可能性と効果: 「Quick Win（即効性） vs 根本治療」「効果大 vs 効果小」

◦ 分析結果: 課題の多くが「技術的」な領域ではなく、解決が難しく影響範囲が広い「組織的・構造的・全社横断的」な領域に集中していることが
判明。

Work
Step1で抽出した課題の性質を測る

Tips

ホワイトボードツール（Miro）を利用

し、思考フレームワークを設定。

メンバ間での議論を可視化しなが

らワークを進行することで手戻りを

抑制。
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付録b.メソッド実践方法

78

Step 1 -3 

散在する課題を、攻略すべき「真因」へ落とし込む:
◦課題のマッピング結果から、各社の環境が異なっても共通して発生している「4つの根本的な真因」を特定し、言語化した。
◦特定された「真因」に対して、顕在化されている現場や経営層が抱える原因・影響を明確に定義した。

Work
根本的な「真因」を特定し、その原因・影響を定義
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• DEEP-DIVE: UK Government Data Maturity in 2024
• Data Management Maturity (DMM)SM Model – Squarespace
• Data Management Maturity Model Introduction
• Delivering a Data Maturity Assessment: objectives and resources – GOV.UK
• Delivering the Data Maturity Assessment: objectives and resources – GOV.UK
• Future-Ready Public Institutions: Rethinking Data Governance Through Maturity Assessment - IDEAS/RePEc
• Uphill struggle ahead for Govt's use of AI as PAC report reveals the scale of the challenge
• デジタルスキル標準 - IPA
• データガバナンス・ガイドライン - デジタル庁
• データマチュリティアセスメント 解説書 - IPA
• データマチュリティ読本 - IPA
• データマネジメント成熟度アセスメント - Zenn
• データマネジメント成熟度アセスメントを実施しました(2024年版) - 10X Product Blog
• データマネジメント成熟度モデル （DMM） : データマネジメント用語解説7 | Metafindコンサルティング
• データマネジメント成熟度診断・ロードマップ策定支援 - KPMGジャパン
• データ・デジタル技術の活用事例 - IPA
• データ成熟度モデル: 文化とシステム
• 本格化するデータマネジメント成熟度モデル - データ総研
• miroで作成した真因分析結果の画面キャプチャ画像データ群

Step 2 -1 DMA

実行方法:

Miro DMA NotebookLM ẑ
ẑhttps://support.google.com/ notebooklm /answer/16164461?hl= ja&co =GENIE.Platform%3DDesktop

ソース

英国式DMA＋関連資料

作成した真因の情報

各真因のMiro画像キャプチャ

付録b.メソッド実践方法
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Step 2 -2 DMA

実行方法:

NotebookLM
※ AI MECE
Ẑ

4
1. ḲR1ṌR4 ṕ Ṗ
2. Ḳ
3. Ḳ
4. Ḳ ṕ Ṗ

ṕR1ṌR4Ṗ
4 R1 R4

R1: ṕStrategic & Authority Ṗ ẑ
R2: ṕOperations & Assets Ṗ ẑ
R3: ṕValue & Delivery Ṗ ẑ
R4: ṕCulture & Literacy Ṗ ẑ IT

ṕ Ḳ Ṗ

付録b.メソッド実践方法
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Step 2 -3 DMA

実行結果:

NotebookLM

付録b.メソッド実践方法

R1Ḳ ṕStrategic & 
Authority Ṗ ṕWhyṖ

ṕWhoṖ

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

ṕ Ṗ 1. ṕ Ṗ/ 2. ṕ Ṗ/ 3. IT / 4. 

DataManagementOffice 1. / 2.  / 3. 

ṕ Ṗ 1. KPI / 2. / 3. 

1. /2. /3. /4. ṕ Ṗ /5. 

SXṕ Ṗ 1. /2. /3. 

R2Ḳ
ṕOperations & Assets Ṗ

ṕ Ṗ 1. ṕ SLAṖ/ 2. / 3. ṕ Ṗ

/ID ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. ṕ Ṗ

1. / 2. / 3. 

1. / 2. / 3. 

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 1. ṕ Ṗ/ 2. ṕ10Ṍ Ṗ/ 3. ṕSaaS Ṗ

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

1. AI / 2. / 3. 

R3Ḳ ṕValue & 
Delivery Ṗ

ṕHow 
muchṖ

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. / 4. 

ṕDWH Ṗ 1. / 2. BI / 3. Lake DWH

1. / 2. / 3. 

1. ṕ / Ṗ/ 2. 

1. / 2. / 3. / 4. 

R4Ḳ ṕCulture & 
Literacy Ṗ Ṅ

ṕSkillṖ

ṕ Ṗ 1. ṕ Ṗ/ 2. / 3. ṕ Ṗ

ṕ Ṗ 1. / 2. 

IT 1. / 2. / 3.  

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

ṕ Ṗ 1. / 2. / 3. 

1. ṕ / Ṗ/ 2. / 3. ṕ / Ṗ / 4. 

1. DX / 2. / 3. / 4. 
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Step 3 -1

実行方法:

PDF NotebookLM
ºStudioºº º ṕ Ṗ

付録b.メソッド実践方法
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Step 3 -2 AI DMA Ẁ

実行方法:

NotebookLM
Excel PDF NotebookLM

Ẑ
DMA

ἲ DMA

NotebookLM
Ẑ

DMA

ἲDMA

ẑ AI MECE

付録b.メソッド実践方法
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Step 3 -3 AI DMA Ẁ

DMA

R1Ḳ 9. ṕ Ṗ
[ Ḳ ] 

ṕ Ṗ Ṍ1
Ṭ ṕ Ṗ

10. 
IT [DMOḲ / ]

IT
ṕTop 10Ṗ IT

ṕ ṖIT ṕ Ṗ

R2Ḳ 4. 
[ Ḳ / ]

ṕExcelṖ

Excel
Excel

7. 
ṕ Ṗ

[ Ḳ ]
ṕ Ṗ

ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

R3Ḳ 3. DWH
ṕBI Ṗ

[ Ḳ Ṍ ]
SaaS

BI

ṕ Ṗ

5. 
DWH [ Ḳ ] 

10 KPI
ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

R4Ḳ 1. ṕ
Ṗ

[ Ḳ ] 
ṕ Ṗ

ṕ
Ṗ

2. 
ṕ

Ṗ
[ Ḳ ] 

Excel
ṕTeams/Slack Ṗ

実行結果:

úDMA
ἲ

付録b.メソッド実践方法
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Step 4 -1 AI

実行方法:

DMA

DMA

R1Ḳ

9. 

ṕ
Ṗ

ṕ Ṗ

ẓ
ṕ Ṗ

10. 

IT

ẓ ṕTop 10 Ṗ
IT

DMOṕ Ṗ
ẓ[DMO: ] 

DMO 

ẓ[DMO: ] DMO
ṕ Ṗ ṕ= 
Ṗ

[DMO: ]

[DMO: ]
DMO DMO

ṕ Ṗ

ṕ
Ṗ

Ṋ
Ṋ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

付録b.メソッド実践方法
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Step 4 -2 AI

実行方法:

DMA

DMA

R2Ḳ

4. 

ṕExcelṖ
ẓ

Excel
Excel

7. 

ṕ
Ṗ

ἲ Ẁ

KPIṕ Ṗ

ἲ
ṕ Ḵ Ṗ

ṕ
Ṗ

ἲ

Excel

IT
DWH

Ṋ

Ṋ

付録b.メソッド実践方法



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved 87

Step 4 -3 AI

実行方法:

DMA

DMA

R3Ḳ

3. 

POC
POC

POC

ớỚỎ

ṕ Ṗ
ṕṬ Ṗ

5. 
[ Ḳ ] 

10 KPI
ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

DMA

R4Ḳ

1. ṕ
Ṗ

ṕ Ṗ
ṕ

Ṗ

ṕṬ
Ṗ

BI
BI

2. ṕ Ḳ
Ṗ

ṕṬ
Ṗ

付録b.メソッド実践方法
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EOF
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ṇ
ṇ 2025_ 4
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4

90

BIPROGY

ẑ
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Ḳ

Â

Â

Â AI

Â
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DB
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8 9 10 11 12 1 2 3

KPI
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Â ṕ Ṗ

Â

8 9 10 11 12 1 2 3

ḱ
ṇ ṇ

KPI ṇ
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1. 2. 3. 4. 5.

ṇ
DB

ḱ

ḱ ṇ
פּ ḭ
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ṕ4. Ṗ

JR Amazon

Suica
AI

, 29
https://www.soumu.go.jp/johotsu sintokei/whitepaper/ja/h2
9/html/nc122110.html , ( 2026 -03 -01).

Reuters
https://jp.reuters.com/articl
e/amazon - jobs -ai-
idJPKCN1ML0DN/ ,
( 2026 -03 -01).

ṕ
Ṗ

Google

, DIAMOND 

https://dhbr.diamond.jp/articl
es/ - /2545?page=3 ,
( 2026 -03 -01).

96

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc122110.html
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://jp.reuters.com/article/amazon-jobs-ai-idJPKCN1ML0DN/
https://dhbr.diamond.jp/articles/-/2545?page=3
https://dhbr.diamond.jp/articles/-/2545?page=3
https://dhbr.diamond.jp/articles/-/2545?page=3
https://dhbr.diamond.jp/articles/-/2545?page=3


Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved 97

ṕ 1000 Ṗ

8 9 10 11 12 1 2 3

ḱ ṇ
KPI ṇ
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Â ROI Ṭ
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KPI Trees

103

KPI Trees

KPI Trees

利益

売上高

費用

見込受注

受注件数

単価

固定費

変動費

商談・プリセールス数

要求(RFP)取得数

新規顧客獲得率

提案件数

受注率

製品・サービス単価

アップセル率

クロスセル率

設備投資

営業活動コスト

製品・サービス原価

賃金

インバウンド

アウトバウンド

需要予測精度

在庫欠品率

機会損失額

需要変動要素

顧客増加要素

管理コスト

廃棄コスト

保管コスト

固定賃金

臨時賃金

固定配送コスト

利益

売上高

コスト

顧客数

顧客単価

ニーズ選定

サポート

ニーズフィット率

ターゲット成約率

顧客満足度

リピート率

解約率

アップセル率

クロスセル率

不要仕入れ費

アフターサポート

購入後情報収集

不要マーケティング費臨時配送コスト

販売数

販売金額
過剰在庫率

値引き率

売上高

費用

在庫管理

配送

人件

利益 平均購買点数

平均購入単価

購入間隔

年間購入回数
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KPI UP/DOWN

KPI



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

Â Ḵ

Â

Â

Â

KPI KPI Tree

Â KPI KPI

Â

105



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved 106

Â

Â KPI

Â

Â

Â

Â

Â



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

総括：2025年度の議論概要：多くの企業（参加メンバー）が直面する共通課題

共通課題

•多くの企業でデータ基盤の整備は（生成AI活用を含めて）進んだものの、それがビジネス価値（＝利益）に十分に

結びついていない、分析→次のビジネスに繋がらないという課題が多く挙げられた。

AS IS イメージ TO BE イメージ

データ基盤

分析

ビジネス
ユースケースBiz

部
門

IT
部
門

評価・活用

データ基盤

分析

評価・活用

関連性薄
断絶

連続性×

ビジネス
ユースケース

ビジネス
ユースケース’

分析’

評価・活用’ビジネスドリブ
ンでないため
使いづらい

Biz
部
門

IT
部
門

関連性高
協働

連続性
ビジネスドリブン
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総括：2025年度の議論概要：共通課題の原因分析

「人・組織・プロセス」に原因を見出すチームが多かった

•研究会での議論を通じて、データ活用が進まない要因として、技術（ツール）の問題ではなく、主に「人・組織・

プロセス」の課題であると挙げるチームが多かった。

•本報告では、上記議論に基づいた具体的な解決アプローチ案を紹介する。

（本資料上における）データ活用が進む...とは

•企業内部で取得可能なデータが収集→統合→分析→ビジネスでの活用に結びついている状態

外部

内部

ビジネス活用
業界データ、コンサルティングレポート等

売上、売上構成、アンケートデータ等
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総括：2025年度の議論概要：考察_なぜ「人・組織・プロセス」が論点になったのか？

生成AI関連の進化スピードに起因する「企業間の成熟度ギャップ」

•AIエージェント等、技術の発展が極めて速いため、各社メンバーが想定する「AI活用」のレベル感やフェーズに大

きな乖離が生じている。このギャップを埋めずに最新技術の議論を先行させても空中戦になりやすいため、まずは

どのフェーズの企業にも共通する「ボトルネック（人・組織の壁）」の解消に立ち返ったと考えられる。

データマネジメントの基礎固めの重要性を再認識

•有識者講演も踏まえて、参照する社内データの品質や検索性が担保されていなければ、AI活用時も正しいインサイ

トを出力できないという前提を再認識したため。（Garbage In, Garbage Out）



Copyright (C)2025 JUAS All rights reserved

総括：各分科会成果物の関連性

現状分析〜価値創造に向けて一連のプロセス改善に資する研究ができたと思料

【データ活用の改善プロセス】

(STEP 1) 現状分析：自社の"現在地"を知る：分科会3

(STEP 2) 戦略策定：あるべき"組織の姿"を描く：分科会2

(STEP 3) 人材育成："人"を育て、文化を醸成する：分科会1

(STEP 4) 価値創造：分析を"利益"に繋げる：分科会4
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次年度のビジネスデータ研究会

生成AIが前提となる攻めのビジネスデータのあり方について研究予定

（１）研究会概要・方針

“ビジネスデータ“をビジネスで攻め（本業）の活用をするデータと定義した時に、生成AIが前提となる今後において、ビジネスデータの品質と責任について以
下４つのテーマを研究していきます。

①生成AIがデータ生成プロセスに介入する際、責任の所在をどのように定義するか
・例）IT部門とビジネス部門の責任分解点
②①で決定した責任所在に基づき、実際に責任を取る際にどのように責任を取るのか
・例）ハルシネーションの検知、説明責任
③生成AIがデータ生成プロセスに介入する際、どのような条件が揃えばビジネスデータを信頼できるか
・例）なにを確からしいとみなすか（信頼できる最小単位をどのように定義するか）
④③の条件に基づき、実際にどのようにビジネスデータの品質を担保・維持するのか
・例）データ収集〜処理の各処理の各工程でどのように品質管理するか

例）外部データのプロンプトポイズニング（意図せぬデータが生成AIに採用される）

テーマ毎に分科会を形成し、生成AIがビジネスデータの収集〜分析のプロセスへ介在度合いが高まることを前提に「攻めデータ活用」を目指します。
また、研究会への参加を通して参加者がデータを利用した意思決定・業務変革へつなげる際の一助となることを目標とします。
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以下はメモ



ご参考：有識者講演内容について

講演者とテーマ

•2名の有識者に講演をいただいた。
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IPA ḏḀḇḳ ḃḻḇ ḃᴻḻḇᴻ

ⱳḎᴻḦֹd ᶍטּ ᵣAI ᶊ ꞌᵸᶪᵾᶠᶊ

- AIᶍ ᶇḏᴻḇ ᶍ -ᵉ

║ ╗

Ḏḱḏᴻḇ

᷈ᴻḥḴᴻḐHᶽḘḻḀᶼḲḁḐ

ᶽ᷅Ḅ᷄ḎᶸḞ᷈ ḻ᷊ḳḇḻḐ

ⱳḎᴻḦֹdḏᴻḇ ᶍKSFᶇᶎᵉ



ご参考：講演①変化の早いAI時代に対応するために -AIの利活用とデータ環境の整備-

現状と課題

日本企業は米独に比べ生成AIの導入で遅れをとって

いる。

AI導入の最大の障壁は「データの質と構造」「AIの

効果・リスクへの理解不足」「情報漏洩リスク」が

次点。

リスク回避志向や完璧主義が強く、外部とのデータ

連携に消極的。

社内データも部署ごとにサイロ化しており、全社横

断での活用や迅速な意思決定の妨げになっている。
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目指すべき方向性

短期的な成果を求めるのではなく、少なくとも5年先

を見据えたデータ戦略を策定し、持続可能なサービ

ス展開を目指す必要がある。

社内・グループ会社からサプライチェーン、さらに

はオープンな市場まで、「つながること」を前提に

設計することが価値創出の鍵。

データ辞書・標準モデルの導入

APIやデータスペースを活用した分散型アーキテク

チャへの移行

AIリスクの管理とガバナンス強化



ご参考：講演②データ活用推進のKSFとは

KSF ：戦略・組織体制の確立

ITとビジネスの協業 : データを管理する、全社的なデ

ータマネジメント体制が不可欠。

データ戦略を全社ごととして推進するためには、

DMO（Data Management Office）といった専門組織

を設置し、経営トップの強いコミットメントのもと

で活動することが成功の鍵。
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KSF ：アジャイルな実行と文化醸成

データ分析・活用は、スモールスタートで始める。

特定の業務から始め、成功体験を全社に拡大していく

アプローチが理想。

成功事例やユースケースを共有する場を設け、データ

活用のメリット（業務が楽になる、より良い成果が出

るなど）を提示し、利用者全体のITリテラシーとモチ

ベーションを向上させることが定着の鍵。KSF ：高品質/最適化/統合されたデータ

高品質：出所が明確で、正確・整合性・一貫性が確保さ

れている。

最適化：複数データが正しい関係性で紐づけられている。

統合：複数のデータソースが統合され、すぐに使える。
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